
一般化　

　　直方体において，直交するつの辺を　

　　　　　，　，　

　とする。また，辺，，上の点をそれぞれ，，とし，，，

　の最小値をそれぞれ  ，  ，  とする。このとき，
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　　　　　＜＜　ならば　  ＞  ＞ 

　である。

証明　

　　　　　 
 

  
   　

　　　　　 
 

  
   　

　　　　　 
 

  
   　

　であるから

　　　　　 
 


 ＞

　　　　　 
 


 ＞

　したがって

　　　　　 
 ＞ 

 ＞ 
 　ゆえに　  ＞  ＞  　　　　　　　　　　　　　　　　証明終　


